
歴
史
を
通
じ
て
地
域
を
学
び
た
い

飯
山
地
区
北
町　

佐
藤
富
夫

　
「
上
ば
か
り
を
見
て
な
い
で
、

下
を
見
れ
ば
宝
物
が
出
て
き
ま

す
よ
」

　
こ
の
言
葉
は
、
私
が
20
歳
前

後
の
時
、
奈
良
県
の
古
刹
を
訪

れ
た
際
に
住
職
が
言
わ
れ
た
言

葉
で
あ
り
、
私
が
歴
史
に
興
味

を
持
つ
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
言

葉
で
す
。
言
葉
の
中
の
「
下
を

見
れ
ば
」
は
、
地
中
に
あ
る
埋

蔵
文
化
財
の
こ
と
で
も
あ
り
、

し
っ
か
り
自
分
の
地
域
の
歴
史

を
学
べ
ば
、
自
分
の
宝
に
な
る

と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
以

来
、
仕
事
の
休
み
の
日
に
は
、

近
隣
の
博
物
館
や
寺
社
、
歴
史

的
建
造
物
、
遺
跡
等
を
見
学
に

出
か
け
た
り
、
地
域
の
歴
史
を

学
ぶ
講
演
会
等
に
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
か

つ
て
飯
山
市
公
民
館
で
実
施
さ

れ
て
い
た
「
飯
山
雪
国
大
学
歴

史
セ
ミ
ナ
ー
」
に
も
、
初
回
か

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
し
、
飯
山
と
関
わ
り

の
深
い
長
沼
公
民
館
に
も
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
が
開
館
し

て
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
館
の
学

習
会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、い
つ
の
間
に
か
「
ふ

る
さ
と
館
友
の
会
」
の
幹
事
も

拝
命
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ

佐藤富夫さん

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
地
域
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
私
で
す
が
、
現

在
一
番
興
味
の
あ
る
こ
と
は
、

用
水
の
歴
史
で
す
。
市
内
で
も

根
越
用
水
（
木
島
地
区
周
辺
）

や
平た

い
ら

八は
ち
か
ご
う

箇
郷
堰せ

き

（
常
盤
地
区
）

な
ど
の
整
備
に
尽
力
し
た
野の

だ田

喜き

ざ

え

も

ん

左
衛
門
正ま

さ
み
つ満
や
、
近
隣
で
は

芋
川
用
水
（
飯
縄
町
三
水
）
の

清
水
戸と

え

も

ん

右
衛
門
、
佐
久
市
浅

科
で
私
財
を
投
じ
て
用
水
整
備

を
行
っ
た
市
川
五ご

ろ

べ

え

郎
兵
衛
な
ど

用
水
整
備
に
活
躍
さ
れ
た
人
々

の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
自
ら
の
学
び
に
な
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
現
代
に
比
べ
て

粗
末
な
装
備
し
か
な
い
時
代
に

大
規
模
な
土
木
工
事
を
実
施
し

た
当
時
の
人
々
の
信
念
と
努
力

を
見
つ
め
直
し
、
現
代
に
も
繋

が
っ
て
い
る
地
域
の
歴
史
を
再

確
認
し
な
が
ら
当
時
の
人
々
の

生
活
に
も
思
い
を
は
せ
る
時
間

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
様
々
な
行
事
が
中
止
に

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

　

ハ
ヤ
ブ
サ
の
仲
間
で
、

全
長
は
40
セ
ン
チ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
弱
。
ハ
ト
程
の
大

き
さ
で
あ
る
。
崖
に
巣
を
つ

く
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
が
、
近
年
で
は
市
街
地

で
も
見
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
写
真
は
「
北
信

濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す

る
会
」
の
会
員
に
よ
っ
て
、

静
間
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
。

な
っ
て
い
ま
す
が
、
制
約
が
あ

る
時
期
を
過
ぎ
た
後
の
、
飯
山

市
の
歴
史
文
化
事
業
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
し
、
飯
山
市
公
民

館
で
実
施
し
て
い
た
「
飯
山
雪

国
大
学 

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
」
も

ぜ
ひ
復
活
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
歴
史
と
い
う
宝
を
学
ぶ
機

会
を
多
く
の
市
民
が
享
受
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

小菅松子の準備作業（寺子屋いいやま）

ふるさと館友の会研修視察（松本城にて）

チョウゲンボウ、畑を睨
む（飯山市静間）

皆様のご意見を
お聞かせください
飯山市公民館 ☎ 62-3342

　飯山市公民館では、公民館で
行う講演会や体験教室、趣味講
座についてのご意見を募集してい
ます。
　「こんな講座をやってみたい」
や「〇〇〇〇の講演会を聴きてみ
たい」など、新しいアイデアがあ
りましたら、遠慮なくお聞かせく
ださい。
　また、公民館を使用しているサ
ークル活動に興味のある方も、お
気軽にお問い合わせください。

広
い
視
野
と
地
域
を
想
う

心
を
育
む
教
育

社
会
教
育
委
員
会
議
・
公
民
館
運
営
審
議
委
員
会
開
催

員
を
地
域
や
市
公
民
館
で
育

て
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
つ
て
ｉ
タ
ー
ン
で

飯
山
市
に
移
住
さ
れ
た
委
員
か

ら
は
、「
長
野
県
は
公
民
館
活

動
が
活
発
で
、
都
市
部
に
住
ん

で
い
た
時
は
公
共
の
場
で
自
分

の
考
え
を
話
す
機
会
も
無
か
っ

た
、
公
民
館
活
動
に
関
し
て
自

分
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
の
声

や
、
飯
山
市
は
市
民
と
職
員
の

距
離
が
近
い
、
こ
れ
は
公
民
館

活
動
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
人

と
人
と
の
か
か
わ
り
が
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て

は
、
公
民
館
活
動
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
と
思
う
と
の
考
え

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
体
制
で
の
飯
山
市
社
会

教
育
委
員
会
議
お
よ
び
飯
山

市
公
民
館
運
営
審
議
会
の
開

催
は
、
今
会
議
が
最
後
。
新
年

度
か
ら
は
新
た
な
体
制
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
現
体

制
で
話
し
合
わ
れ
た
意
見
等
を

参
考
に
、
次
年
度
以
降
も
積
極

的
に
事
業
を
推
進
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　
２
月
18
日
、
飯
山
市
社
会
教

育
委
員
会
議
・
飯
山
市
公
民
館

運
営
審
議
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
２
年
度
の
飯
山
市
教

育
部
・
文
化
振
興
部
の
事
業
実

績
報
告
と
、
令
和
３
年
度
飯
山

市
公
民
館
事
業
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
令
和
３
年
度
飯
山

市
公
民
館
基
本
方
針
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
の
中
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
っ
た
が
万
全
の
体
制
を

と
っ
て
実
施
で
き
た
県
ス
キ
ー

大
会
週
間
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
学
校
統

合
、
学
校
で
の
体
験
教
室
、
公

民
館
活
動
と
学
校
統
合
に
係
る

地
域
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て

な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
学
校
統
合
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
が

失
わ
れ
な
い
よ
う
な
教
育
が
求

め
ら
れ
る
と
の
意
見
が
昨
年
同

様
重
要
視
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
瀬
教
育
長
は
、「
学
校
統

合
後
は
、
子
ど
も
た
ち
も
教
職

員
も
、
新
た
な
視
点
で
の
学
校

運
営
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
、

「
そ
れ
ぞ
れ
出
身
地
域
の
文
化

も
大
切
で
あ
る
が
、
地
域
の
文

化
も
飯
山
市
全
体
の
文
化
と
捉

え
る
こ
と
の
で
き
る
広
い
視
野

を
持
つ
教
育
も
推
進
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
は
、

地
域
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

市
の
学
芸
員
の
役
割
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
も
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
、
地
域

文
化
を
後
世
に
継
承
す
る
に
あ

た
っ
て
、
特
に
地
域
の
専
門
部

員
が
大
切
な
役
割
を
担
う
と

し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
専
門
部

25 生涯学習だより / 21.3

生
涯
学
習
だ
よ
り

０
２
６
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６
２-

３
３
４
２
（
飯
山
市
公
民
館
）

０
２
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６
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５
９
４
０
（
代
表
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
退
散
祈
願
花
火
　
開
催

　
こ
の
冬
、
か
ま
く
ら
祭
り
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
勢

の
方
よ
り
協
賛
い
た
だ
い
た「
コ

ロ
ナ
退
散
祈
願
花
火
」
が
、
２

月
27
日
㈯
、
か
ま
く
ら
の
里
に

て
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
退
散
、
医
療
従
事
者

へ
感
謝
、
無
病
息
災
、
生
活
の

安
寧
…
な
ど
の
願
い
を
込
め
た

打
ち
上
げ
花
火
は
、
例
年
の
よ

う
な
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
な
い
か
ま
く

ら
の
里
に
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン

と
広
く
響
き
渡
り
、
40
日
間
お

客
さ
ん
を
受
け
入
れ
風
情
を
増

し
た
か
ま
く
ら
た
ち
を
、
色
と

り
ど
り
の
光
で
照
ら
し
て
い
ま

し
た
。

　

感
染
予
防
対
策
を
と
っ
て

会
場
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、
頭

上
に
上
が
る
大
き
な
花
火
を

「
わ
ぁ
、
す
ご
ー
い
！
」「
き
れ

い
！
」
と
ス
マ
ホ
片
手
に
楽
し

く
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

で
は
、
静
か
な
会
場
に
サ
ラ
サ

ラ
と
優
し
い
光
の
滝
が
流
れ
、

皆
、想
い
を
胸
に
抱
い
て
、じ
っ

と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
大
き
な
拍
手
が
お

こ
り
「
コ
ロ
ナ
退
散
祈
願
花
火
」

は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
今
シ
ー

ズ
ン
の
か
ま
く
ら
の
里
終
了
を

彩
る
に
ふ
さ
わ
し
い
花
火
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
、
か
ま
く
ら
の
里
に

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
、
ご

支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
全
員

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

来
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
収
束

し
、
か
ま
く
ら
祭
り
も
大
々
的

に
開
催
で
き
る
よ
う
、
願
う
ば

か
り
で
す
。

私
た
ち
と
「
ち
ぎ
り
絵
」
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
私
た
ち
「
ち
ぎ
り
絵
会
（
会

長
：
山
本
朋
子
）」
は
、
平
成

４
年
度
飯
山
雪
国
大
学
趣
味

講
座
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
、
今
年
で
28
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

ち
ぎ
り
絵
会

　

会
員
は
現
在
18
人
前
後
で
、

毎
月
第
２・４
水
曜
日
の
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
高
橋
雪

子
先
生
を
講
師
に
、
飯
山
市
公

民
館
１
０
３
教
室
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
「
ち
ぎ
り

絵
」
は
、
薄
い
木
板
や

厚
紙
を
台
紙
に
し
て
、

内
山
紙
な
ど
の
和
紙
を

張
っ
て
絵
を
作
っ
て
い
く

も
の
で
、
淡
い
色
合
い
や

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
薄
い

紙
を
重
ね
貼
り
し
て
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
絵
の
題
材
は
様
々
で
、

風
景
や
動
物
を
は
じ
め
、

花
な
ど
の
静
物
や
結
婚

式
の
披
露
宴
を
記
念

し
て
、
新
郎
新
婦
の
姿

を
制
作
し
た
会
員
も
い

ま
す
。
完
成
し
た
作
品

は
、
市
民
芸
術
祭
や
各

地
区
の
文
化
祭
に
展
示

し
た
り
、
つ
い
先
日
ま

で
飯
山
赤
十
字
病
院
に

も
展
示
し
て
い
ま
し
た

し
、
長
野
市
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
湯
の
入
荘
に
も
展
示
し

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
宅

に
飾
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
会
員

も
い
ま
す
。
作
品
の
制
作
期
間

は
、
題
材
に
も
よ
り
ま
す
が
12

号
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
作
品
だ

と
、
約
３
か
月
ぐ
ら
い
で
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
員
は
、
会
の
設
立
か
ら
の

会
員
も
い
ま
す
が
、
２
年
前
や

昨
年
入
っ
た
人
も
い
て
実
力
は

様
々
で
す
。
し
か
し
初
心
者
で

も
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
指
導
を
高

橋
先
生
や
先
輩
会
員
か
ら
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

会
員
の
中
に
は
、
家
庭
の
事
情

な
ど
で
、
一
時
活
動
を
休
止
し

て
か
ら
活
動
を
再
開
し
た
方
も

い
る
の
で
、
自
分
の
事
情
に
応

じ
た
活
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
「
ち
ぎ
り

絵
」
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
皆

様
、
ち
ぎ
り
絵
に
必
要
な
道
具

や
材
料
は
、
高
橋
先
生
が
用
意

し
て
く
だ
さ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
飯
山
市
公
民
館
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
第

２
、４
火
曜
日
の
夜
７
時
か
ら

９
時
、
吉
越
霳
師
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
30
代
か
ら
80
代
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
仲
間
（
男
３

人
女
３
人
）
が
、
和
気
藹
々
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
市
公
民
館

で
日
本
画
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　
描
い
た
作
品
は
、
市
民
芸
術

祭
や
日
本
画
水
墨
画
展

で
発
表
を
す
る
他
、
日

赤
や
社
協
に
展
示
す
る

な
ど
し
て
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

日
本
画
と
い
え
ば
、

一
見
す
る
と
敷
居
が
高

そ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

初
心
者
問
わ
ず
興
味
あ

る
方
、
私
た
ち
の
仲
間

に
な
り
ま
せ
ん
か
？「
あ

じ
さ
い
の
会
」
の
よ
う

な
夜
は
都
合
が
悪
い
と

い
う
方
！
土
曜
日
の
午

後
、
活
動
し
て
い
る
同

あ
じ
さ
い
の
会

じ
日
本
画
グ
ル
ー
プ
の
「
こ
ぶ

し
の
会
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

飯
山
市
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
、
公
民
館
で
お

知
ら
せ
し
た
連
絡
先
に
お
電
話

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
退
散
祈
願
花
火
　
開
催

　
こ
の
冬
、
か
ま
く
ら
祭
り
は

地域の話題

飯山鉄道開業 100 周年記念
企画展 「 写真で振り返る 飯山線の旅 」

開催期間　4月17日（土）～6月20日（日）
　大正 10 年（1921）、豊野～飯山間の開
業から 100 年。
　昭和 47 年まで運行された蒸気機関車か
ら飯山線カラーで親しまれたローカル列
車まで、飯山線にまつわる写真やゆかりの
品々から、その歴史を振り返ります。

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

」

蓮～替佐間を走る「戸狩スキー号」
（昭和 45年）

ＳＬのタブレット交換（桑名川駅）
（昭和 46年）

旧飯山駅の看板

静かな感動に包まれた、最後のナイアガラ

素晴らしい作品を手に
記念写真です

ご自分の時間にあった活動ができます

※ゴールデンウィークにミニイベントをや
　ります！詳しくは次号 4月号の市報をご
　覧ください。お楽しみに！
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飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

 ふるさと館友の会

 会員募集中！

　飯山の歴史・風土や文化財を一緒に学びませんか？ふるさと飯山
に興味ある方ならどなたでもご入会いただけます。

第41 回 飯山市民芸術祭

◎ お問合せ：文化交流館なちゅら内 市民芸術祭事務局 （℡ 67-0311）
主催：飯山市・飯山市教育委員会・飯山市芸術文化協会　主管：飯山市民芸術祭運営委員会

飯山市公民館・飯山市美術館
4月17日（土）18日（日）9：00～

【展示発表】

【舞台発表】無観客
　新型コロナウイルス感染症予防対策として、舞台発表は
４月 11日（日）に無観客で実施する予定です。

　○年 会 費　2000円（家族会員は 3000円）
　○会員特典　・ふるさと館入館料が年間無料
　　　　　　　・会誌「奥信濃文化」（年２回発行）を配布
　　　　　　　・友の会だより（随時ふるさと館情報をお知らせ）
　○部会活動（どの部会でも入会いただけます）
　　「寺町部会」・・・・寺町飯山のお寺や神社を学ぶ
　　「城山部会」・・・・整備のすすむ飯山城を学ぶ
　　「小菅の景観部会」・景観を含めた文化財の宝庫、小菅を学ぶ

シトラスリボン作り

参加者募集

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030

 臨時休館と入館無料のお知らせ

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

◇
新
年
度
老
燃
教
室
開
講　

　
こ
の
教
室
は
、「
老
い
て
も
な

お
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
皆
で
学

び
、
体
を
動
か
し
、
仲
間
と
の
交

流
を
図
り
、
さ
ら
に
元
気
に
燃
え

上
が
る
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、

開
催
し
ま
す
。

・
期　
日　
４
月
27
日
か
ら
10
月

　
26
日
ま
で
の
原
則
毎
月
第
２
・

　
第
４
火
曜
日

・
時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

・
場　
所　
飯
山
市
公
民
館

　
　
　

  　
２
階
講
堂

・
内　
容　
①
そ
の
時
期
に
ふ
さ

わ
し
い
お
話　
②
童
謡
・
唱
歌　

③
レ
ク･

軽
運
動（
各
30
分
単
位
）

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

◇
公
民
館
運
営
協
議
委
員
会
開
催

　

２
月
27
日
㈯
、
秋
津
公
民
館

に
お
い
て
公
民
館
運
営
協
議
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

秋
津
地
区
の
地
区
社
協
や
活
性

化
委
員
会
な
ど
５
団
体
の
総
会

が
同
日
開
催
さ
れ
、
今
後
１
年
間

の
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

木
島
公
民
館

☎ 

62
0
5
5
5

◇
公
民
館
運
営
委
員
会
開
催

　

２
月
21
日
㈰
、
木
島
公
民
館

運
営
委
員
会
並
び
に
木
島
振
興

委
員
会
、
各
種
団
体
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
各
団
体
と
も

計
画
さ
れ
て
い
た
事
業
の
ほ
と
ん

ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
編
成

に
あ
た
り
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
も
、
前
年
同
様
の
事

業
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
雪
解
け
と
と
も
に
、
各
団
体
と

も
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮

し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

柳
原
公
民
館

☎ 

62
5
5
6
2

◇
柳
原
公
民
館
運
営
審
議
会

　

令
和
３
年
度
の
柳
原
公
民
館

運
営
審
議
会
を
４
月
15
日
㈭
午

後
６
時
30
分
よ
り
柳
原
公
民
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
関
係
者

の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

◇
公
民
館
運
営
審
議
会
総
会
開
催

　

常
盤
公
民
館
運
営
審
議
会
の

総
会
が
２
月
13
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
３
年
の
事
業
計
画

と
し
て
、
今
月
開
催
さ
れ
る
「
囲

碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
麻
雀
・
卓

球
大
会
」（
太
田
公
民
館
と
の
共

催
）
を
は
じ
め
、「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
」「
と
き
わ
寺
子
屋
」「
運
動

会
」「
文
化
祭
」
な
ど
す
べ
て
の

事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
事
業

も
す
べ
て
復
活
の
予
定
で
、
昨
年

の
分
ま
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
決
意

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
、
副
公

民
館
長
と
し
て
佐
藤
紀
男
さ
ん

（
小
沼
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
公
民
館

☎ 

69
2
0
1
0

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会　

　

令
和
３
年
度
の
岡
山
公
民
館

運
営
審
議
会
を
４
月
17
日
㈯
午

後
１
時
か
ら
岡
山
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
関
係

者
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　飯山市美術館では 4/17（土）、18（日）の
２日間、飯山市民芸術祭・展示部門の会場と
なるため、4/16（金）、4/20（火）に臨時休
館日を設け展示替えを行います。
　なお、令和 3年度前期コレクション展示は、
4/21( 水 ) よりご覧いただけます。詳細は右
記の日程をご覧ください。皆さまのご理解と
ご協力をお願いいたします。

飯山市美術館休館等日程
4月 16日 ( 金 )　　休 館 日 ： 展示替えのための臨時休館
　　17日 ( 土 )　　入館無料 ： 飯山市民芸術祭
　　18日 ( 日 )　　入館無料 ： 飯山市民芸術祭
　　19日 ( 月 )　　休 館 日 ： 月曜通常休館
　　20日 ( 火 )　　休 館 日 ： 展示替えのための臨時休館

飯山市美術館　☎ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

申込先　飯山市公民館 　☎ 62-3342（申込締切：４月19日（月））

■集合場所　飯駒入口　駐車場
■参 加 費　無　料（定員 30名：先着順）
■そ の 他　山歩きのできる支度でお願いします。

秋津小学校西側の飯駒入口付近から勘介山へ通じる水梨子沢では、桜の
開花とともに山野草やカタクリの花が美しく咲き誇ります。
　水梨子沢を登ると長野県史跡の勘介山古墳があり、勘介山から見る飯山盆
地とその背後にある毛無山、城蔵山などの風景は絶景です。飯山の風景を堪
能し、古墳学習をしながら飯山の古代ロマンに想いを馳せてください。
　親子での参加も大歓迎です。皆さんの参加をお待ちしています。

4月24日（土）10:00～12:00（小雨決行）

飯山市公民館・秋津公民館共催事業

水梨子沢カタクリ鑑賞会と勘介山古墳学習会
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

飯山市美術館休館等日程
4月 16日 ( 金 )　　休 館 日 ： 展示替えのための臨時休館

■講　　師　高橋舞子さん
■会　　場　飯山市ふるさと館
■定　　員　20名程度
■参 加 費　100 円（材料費）
■持 ち 物　ハサミ
■申 込 先　飯山市ふるさと館
■申込締切　4月 1日（木）

4月3日㊏ 13:00 ～ 15:0033

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030

日㊏ 13:00 ～ 15:00日㊏ 13:00 ～ 15:0033
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趣　
味
・
実　
用

手
の
倫
理

伊
藤 

亜
紗

日
本
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド　
上
・
下

山
と
溪
谷
社

何
と
か
な
ら
な
い
時
代
の
幸
福
論

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

死
刑
廃
止
を
考
え
る

菊

田 

幸
一

お
じ
さ
ん
は
、
地
味
な
資
格
で
稼
い
で
く
。

佐
藤 

敦
規

震
災
復
興
10
年
の
総
点
検

五
十
嵐 

敬
喜

吃
音
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
の
支
援

堅
田 

利
明

ヘ
ン
な
科
学

五
十
嵐 
杏
南

は
や
ぶ
さ
2
最
強
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
真
実

津

田 
雄
一

髪
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
教
え
る
髪
の
大
事
典

日
本
毛
髪
構
造
機
構
研
究
会

希
望
の
一
滴

中

村 

哲

ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
と
も
っ
と
!
仲
良
く
な
れ
る
本

藤
谷 

武
史

ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
電
子
契
約
の
実
務

鬼
頭 

政
人

ま
ん
が
で
わ
か
る
カ
ー
リ
ン
グ
の
見
方
!!

市
川 

美
余

よ　
み　
も　
の

こ
の
国
は
、
変
わ
れ
な
い
の
?

室
井 

佑
月

「
山
奥
ニ
ー
ト
」
や
っ
て
ま
す
。

石
井 

あ
ら
た

は
じ
ま
り
の
24
時
間
書
店

ロ
ビ
ン　

ス
ロ
ー
ン

鼠
、
十
手
を
預
か
る

赤
川 

次
郎

天
使
と
悪
魔
の
シ
ネ
マ

小
野
寺 

史
宜

国
道
食
堂　

2nd season

小
路 

幸
也

刑
事
の
枷

堂

場 

瞬
一

は
は
の
れ
ん
あ
い

窪 

美

澄

そ
れ
で
も
、
陽
は
昇
る

真

山 

仁

わ
ん
ダ
フ
ル
・
デ
イ
ズ

横

関 

大

郷　
　
　
土

長
野
の
ト
リ
セ
ツ

昭

文

社

全
国
御
城
印
大
図
鑑

攻

城

団

C　
　
　
D

シ
ニ
ア
に
大
人
気
！
「
思
い
出
の
歌
」
で
脳
ト
レ
♪
12
か
月
ベ
ス
ト

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

DREAM SONGS THE ESSENTIAL JOE HISAISHI

久
石  

譲  

作
曲:

編
曲

お
腹
召
し
ま
せ　
1
・
2

浅
田  

次
郎:

著

宮
部
み
ゆ
き
傑
作
選　
第
1
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

◇4月図書館カレンダー ◇

1 木 10:30絵本とわらべうたの会

2 金 移動図書館車④太田 ･富倉
3 土
4 日 10:30 ～おはなしひろば
5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車①北原 ･常盤
8 木 10:30絵本とわらべうたの会

9 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車③温井 ･秋津
15 木 10:30絵本とわらべうたの会

16 金 移動図書館車④太田 ･富倉
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車①北原 ･常盤
22 木 10:30絵本とわらべうたの会

23 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車③温井 ･秋津
29 木
30 金 移動図書館車④太田 ･富倉

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　 年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

 

　市内 40か所のステーションを 2週間ごとに巡回して本をお届けし
ている移動図書館車「ゆきつばき号」。現在の車両は 11年間に亘って
運行してきましたが、老朽化のため新しく更新することになりました。
　そこで図書館では、新しい車体に施すデザイン画を募集したところ、
4件の作品のご応募をいただきました。作品を図書館協議会で審査し
た結果、下記の作品が選定されました。
　ご応募いただいた皆様、大変ありがとうございました。

　新移動図書館車「ゆきつばき号」の車体デザイン画に決定したのは
長野市在住、徳永麗美さんの作品です。
　こちらのデザイン画が施された移動図書館車「ゆきつばき号」の運
行をお楽しみに !!

移動図書館車「ゆきつばき号」
デザイン画決定!!

▲新車体右側デザイン画

※29㈭絵本とわらべうたの会はお休みです
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　ユーモアあふれるイラス
トをとおしていろいろな角
度から美術館の魅力を教え
てくれます。
　美術館の歴史、展示の裏
側で働く人たち、展覧会の
つくり方も紹介されていて、
美術館に対するイメージが
変わります。読むと、美術
館に行きたくなるはず・・・。
子どもから大人まで楽しめ
る 1冊です。

『美術館って、
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河出書房新社

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
戸狩・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

老人ホームてるさと
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様活性化センター
9:50 ～ 10:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

戸狩区コミュニティーセンター
10:30 ～ 10:50

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

今井生活改善センター

10:30 ～ 10:50
⬇ ⬇ ⬇ ⬇

下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 ( 旧 JA 倉庫 )
10:55 ～ 11:05

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

柳沢公会堂
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

A コープみゆき店
11:20 ～ 11:40

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

小境北停留所（1～3月休止）

11:25 ～ 11:45

ふっくら工房ふるさと前
13:20 ～ 13:40

西大滝農村研修集会施設
14:00 ～ 14:20

中山根集落センター
13:25 ～ 13:45

富倉地区活性化センター
13:40 ～ 14:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:45 ～ 14:05

藤沢多目的集会所
14:25 ～ 14:45

上組集落センター
13:55 ～ 14:15

藤ノ木活性化支援センター
14:20 ～ 14:40

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター

14:15 ～ 14:35
桑名川 馬場集会所
14:50 ～ 15:10

深沢農業生活改善センター
14:25 ～ 14:45

笹川公民館
14:50 ～ 15:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター

14:45 ～ 15:05
岡山地区活性化センター

15:15 ～ 15:35
新田公会堂

14:50 ～ 15:10
南条農業生活改善センター

15:15 ～ 15:35
⬇ ⬇ ⬇ ⬇

神戸公民館
15:15 ～ 15:35

桑名川 和水研修集会所
15:40 ～ 16:00

秋津中央区集会所
15:20 ～ 15:40

小佐原農業生活改善センター
15:40 ～ 16:00

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター

15:45 ～ 16:05
大久保地域交流センター

15:45 ～ 16:05
曙町 水上団地集会所

16:10 ～ 16:40
⬇ ⬇

常盤小学校
16:15 ～ 16:35

中町地域交流センター
16:10 ～ 16:30

移動図書館車ゆきつばき号 巡回日程表
（令和 3 年 4 月～ 6 月）※ 4 月より日程を一部改正します

※令和 3年 7月以降の巡回日程等は 6月号に掲載予定です。

巡
回
日

  4 月   7 日・21日
  5 月 12 日
  6 月   9 日・23日

4月    9 日・23日
5月    7 日・21日
6月  11 日・25日

　4月  14 日・28日
　5月  19 日
   6 月  16 日・30日

4月 2 日・16日・30日
5月 14日
6月 4日・18日

旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
美
術
館
／
著

おもしろい！』

▲新車体左側デザイン画
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